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【研究の概要】 
 道路構造物の現状性能の評価を効率的に行うため，加振機能と高精度な計測機能を有

する多機能検査車両の開発を目指し，検討を行った．検討では，道路構造物の中でも橋

梁を対象として，橋梁上を通常走行しながら各種応答値を計測し，健全性を評価する検

査車両の要求性能を明らかにするとともに，評価技術システムの可能性を提示すること

を目的とした．その結果，検査車の車両応答から橋梁の固有振動数を抽出する手法を確

立し，支承などの支持構造の機能異常の発見に有効であることを示した． 
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（研究開始当初の背景・動機） 
 戦後から高度成長期にかけて整備されて

きた代表的な社会資本である道路構造物は，

今日の経済活動の生命線であるが，長期の

供用による劣化の進行が危惧されている． 
 これまで，道路構造物の維持管理活動は，

目視点検を中心に行われ，構造物の性能低

下は，定性的な評価にとどまっているのが

現状である．さらに，今後ますます進展し

ていく少子高齢化社会において社会資本の

維持管理活動に充当できる人的・経済的資

源には自ずと制約があり，資源の効率的配



分が必要不可欠となっている．そのため，

構造物の現状性能の定量的評価を効率的か

つ安価に実施する技術開発が強く求められ

ている． 
 
（研究の目的） 
 道路構造物の現状性能の評価を効率的に

行うため，加振機能と高精度な計測機能を

有する多機能検査車両の開発を目指し，そ

の要求性能を明らかにし，道路構造物の中

でも橋梁を対象に，通過交通を遮断するこ

となく，橋梁上を通常走行しながら，橋梁

の各種応答値を遠隔計測し，健全性を評価

する技術システムの開発可能性を提示する

ことを目的とした． 

 
（研究の方法） 
橋梁の損傷と固有振動数の変化において

相関が高いことを前提に，床構造，橋梁全

体の固有振動数を走行車両の応答から評価

する手法の実現性を，実大の試験橋梁，縮

小模型における車両と橋梁の連成振動状態

を模擬して，検証した．あわせて，計測車

両の応答が短時間でも微小な振動波形から

固有振動数を抽出するアルゴリズムの確立

を目指した． さらに，国の内外での機械化
検査の動向，最新の健全度モニタリング技

術を参考に，橋面上からの損傷評価手法の

将来展望，求められる先端センシング技術

の今後の展望を取りまとめた． 
 
（研究の主な成果） 
橋梁の低次の固有振動数は，桁の損傷，

床の損傷に対してそれほど鋭敏でないが，

支承などの支持構造の機能異常に大きく影

響を受けることを固有振動解析で明らかに

し，実橋梁での固有振動数の変動実態と照

らし合わせても，十分損傷と判断可能であ

ることを示した．車両応答から橋梁の固有

振動数を抽出する場合，時速 20Km～60Km
程度で，複数回の走行を実施すれば，たわ

み 1 次の固有振動数を評価可能であること
を示した． 
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（今後の展望） 

 交通を遮断しなければ，橋梁上を通過す

る時間が限られ，さらに橋面上から得られ

る情報は，非常に限定される．したがって，

路面下の局所的な損傷発生の可能性を早期

に検知するには，ワイヤレスセンサの併用

により，検査車からの作用外力と橋梁の局

所的な応答を直接関連付けることにより，

日常的なパトロールによる損傷検知の手法

が有効と考えられ，今後の開発が望まれる． 
 
（道路政策の質の向上への寄与） 

 固有振動数は，橋梁の健全性を評価する

上で重要な指標であるが，環境因子に影響

されるのは周知のとおりである．しかし，

実変動を経時的な計測値の統計的評価によ

り，異常であるかの判断が可能となり，多

様な構造形式に対する今後の継続的なデー

タ収集により十分実務への反映が見込める． 


